























































































































開 設 日 時 第１、第３水曜日の９：00～16：00（排泄機能ケア外来受診日までに、前もって医師の診察を受けていただきます）
治 療 内 容 問診、食事指導、骨盤底筋訓練、膣内圧・肛門内圧測定、スキンケア
料 金 １回の受診につき1,050円（自由診療）
担 当 者 皮膚・排泄ケア認定看護師　片山　育子、河村　光子、中北　順子
病院再開発の進捗状況について
滋賀医大病院ニュース第20号
Ａ病棟・給食棟改修に伴う仮移転のための工事が終了しました。
　Ａ病棟と給食棟の改修に伴い、去る８月末に、Ａ病棟５階６階の病室、
分娩室、ＧＣＵ（新生児回復室）、院内学級等をＢ病棟に設置しました。また、
Ｄ病棟６階に移転した食堂跡地（給食棟２階）は患者給食施設に模様替
えを行いました。この一時移転期間は平成20年10月～21年５月迄です。
　特に患者さんをはじめ、県内外における関連医療機関の周産期関係者及び救急関係者には病床
の減少等で大変ご迷惑をおかけすることになりますが、新しい周産期体制再生のため、特段のご
理解、ご協力方お願い申し上げます。
　平成21年５月には、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）を６→９床、ＧＣＵを３→６床に増床するほか、
新生児モニタリングシステムをはじめとする最新の設備を整備し、安全管理、感染対策、セキュ
リティー面で十分に検討された施設に生まれ変わります。また、分娩室、ＬＤＲルーム※、新生児
室等の患者アメニティーも飛躍的に向上するよう計画しています。
　滋賀県唯一の大学病院として、高い体外受精率を誇る生殖医療の実践、ハイリスクな分娩、緊
急かつ高度な治療方法が求められる新生児集中治療に対応できる周産期施設として生まれ変わる
予定で、病院スタッフも一丸となって取り組んでまいります。
院内表示（サイン）も更に一新しました！
　エレベータホール、廊下等の院内表示（サイン）もリニューアルしました。患者さんにとって
わかりやすいように、色によって診療ゾーンを区分しております。
ご協力をお願いします。
　10月からＡ・Ｂ病棟の改修、中央診療棟増築（手術棟増築）、給食棟の改修工事に本格的に入り
ます。構内道路の通行障害等により、患者さん、ご家族、関係者の方々にご迷惑をおかけしますが、
何卒特段のご協力の程よろしくお願い申し上げます。病院再開発事業に関し、ご意見・ご提案等
ありましたら、病院再開発推進室までお申し出ください。ご意見箱もご利用ください。
（TEL：077-548-2954　直通　　メールアドレス：hqsaikai＠belle.shiga-med.ac.jp）
※陣痛（Labor）、分娩（Delivery）、回復（Recovery）の略語で、分娩監視装置を始めとして、最新の
医療機器が設備されています。
病院再開発推進室　室長補佐　國友　陵一
茶色のエレベーター 緑のエレベーター 緑の廊下
